Tao Yuanming 陶淵明\u27s \u27A Song of Three Good Men\u27 「詠三良」 -Contradictions between Loyalty and Salvation- by 井上 一之
『
陶
淵
明
集
』
卷
四
に
、「
詠
三
良
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
春
秋
時
代
、
秦
穆
公
に
從
死
し
た
三
人
の
良
臣
（
三
良
）
に
取
材
し
た
も
の
で
、
殉
死
＝
忠
義
と
い
う
、
や
や
政
治
な
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
だ
け
に
、
作
の
思
想
な
い
し
、
そ
の
複
雜
な
政
治
態
度
を
理
解
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
な
作
品
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
究
史
に
お
い
て
は
、
創
作
の
動
機
を
穿
鑿
す
る
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ （１
）、
作
品
の
志
向
と
そ
の
史
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
目
配
り
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
稿
で
は
本
作
品
の
意
味
解
釋
を
改
め
て
檢
討
す
る
と
と
も
に
、
「
殉
死
の
是
非
」
を
め
ぐ
る
中
世
士
大
夫
の
忠
義
	に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
一
ま
ず
詩
の

文
を
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。
テ
キ
ス
ト
は
、
汲
古
閣
舊
本
を
底
本
と
し
、
本
の
文
字
の
同
の
う
ち
重
な
も
の
は

に
よ
っ
て
言
す
る
。
1彈
冠
乘
津
冠
を
彈 は
じき
て
津
に
乘
ず
2但
懼
時
我

但
だ
時
の
我
を

す
つ
る
を
懼 お
そる
3

盡


め
に

し
た
がひ
て

を
盡
く
し
4常
功
愈

常
に
る
功
の
愈
ゝ
な
ら
ん
こ
と
を
5忠
底
本
、
一
作
中
。
謬
露
忠

謬 あや
まっ
て
露
は
る
る
を

え
6遂
爲
君
私
遂
に
君
の
私 いつ
く
しむ
と
爲
る
7出
則
陪
文
輿
出
で
て
は
則
ち
文 か
ざれ
る
輿
に
陪
し
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
忠
と
濟
民
井
上
一
之
8入
必
侍
丹
帷
入
り
て
は
必
ず
丹 あ
かき
帷 とば
りに
侍
す
9箴
規
嚮
已
從
箴 し
ん規 き
嚮 さ
きに
已
に
從
は
れ
10計
議
初
無
虧
計
議
初
め
よ
り
虧 か
く
る
無
し
11一
長
後
一

長
の
後
12願
言
同
陶
詩
析
義
、
張
自
烈
本
作
從
。
此
歸
願
は
く
は
言 こ
こに
此
の
歸
を
同
じ
く
せ
ん
13厚
恩
固
底
本
、
一
作
心
。
李
公
煥
本
作
因
。


厚
恩
固 も
とよ
り
れ
く
14君
底
本
、
一
作
。
命
安
可
	
君
命
安 いづ
くん
ぞ
	
た
がふ
べ
け
ん
15臨
穴
罔
惟
底
本
、
一
作
遲
。
疑
穴
に
臨
み
て
惟
疑
た
め
らふ （
２
）こ
と
罔 な
く
16投
義
志
攸
希
義
に
投
ず
る
は
志
の
希 ね
がふ
攸 とこ
ろ
17荊
棘
籠
高


荊 け
い
棘 きよ
く
高

を
籠 こ
め
18
鳥
聲
正
悲
鳥
聲
正 はな
はだ （
３
）悲
し
19良
人
不
可
贖
良
人
は
贖 あが
なふ
べ
か
ら
ず
20
然
沾
我
衣
然
げ
ん
ぜ
んと
し
て
我
が
衣
を
沾 うる
ほす
こ
の
詩
は
、
大
き
く
二
つ
の
段
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段

16句
は
、「
詠
史
」
の
「
史
」
實
を
べ
る
部
分
。
三
良
が
「
冠
を
彈
い
て
」
出
仕
の
準
備
を
し
て
か
ら
、「（
）
穴
に
臨
む
」
ま
で
が
、
時
の
經
を
っ
て
敍
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
出
仕
し
て
「
重
な
地
位
（
津
）
」
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
も
時
勢
に
取
り
殘
さ
れ
る
こ
と
を
れ
、
さ
ら
に
功
績
を
げ
よ
う
と
め
に
ん
だ
↓か
く
し
て
「
忠
」
が
め
ら
れ
、
君
の
お
氣
に
入
り
と
な
っ
て
「
厚
恩
」
を
受
け
た
↓
君
穆
公
が
薨
る
と
、
そ
の
恩
義
を
れ
が
た
く
、
臣
下
と
し
て
「
死
後
も
哀
し
み
を
と
も
に
し
よ
う
」
（
４
）
と
い
う
命
に
背
く
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
從
死
し
た
い
と
自
ら
願
っ
た
。
こ
の
一
の
敍
は
、
き
わ
め
て
體
で
と
く
に
	和
感
を
與
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
史
實
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
良
の
從
死
事
件
に
つ
い
て
は
、『
詩
經
』
秦
風
「
鳥
」（
後
）
を
は
じ
め
、
『
左
傳
』
（
５
）、
『
史
記
』
（
６
）、
『
風
俗
義
』
（
７
）
に
見
え
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
三
人
の
姓
名
（
８
）以
外
、
傳
記
に
關
す
る
報
は
傳
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
本
詩
の
先
行
作
品
で
あ
る
、
王
粲
（
８
）、
阮

（
 ）、
曹
植
（
!）の
"詠
三
良
#詩
を
見
て
も
、
穆
公
の
死
後
を
中
心
に
作
品
が
$
%さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
&斷
し
て
、
東
晉
時
代
に
三
良
の
傳
記
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
仕
官
か
ら
穆
公
の
死
に
至
る
敍

（
第
１
句
～
第
10句
）
は
、
史
實
に
據
ら
な
い
作
'淵
明
の
創
作
で
あ
り
、
こ
れ
が
先
行
(作
品
に
は
な
い
、
本
詩
の
新
し
い
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
創
作
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
殉
死
と
い
う
理
不
盡
な
行
爲
に
身
を
投
じ
た
三
良
の
心
の
理 すじ
み
ちを
、
讀
'
が
無
理
な
く
理
解
で
き
る
の
だ
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
第
二
段
四
句
で
あ
る
。
場
面
は
一
轉
し
て
語
り
手
の
現
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
17
在
へ
と
移
る
。
荊
棘
い
ば
らの
生
い
る

、
悲
し
げ
な
聲
で
鳴
く
鳥
、
そ
し
て
「
善
良
な
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
を
流
す
語
り
手
（
作
）
。
こ
こ
に
は
、「
義
に
身
を
投
じ
る
こ
と
」
＝
殉
死
を
賞
贊
す
る
肯
定
な
心
	と
衝

す
る
か
の
よ
う
に
、
三
良
の
死
を
哀
し
む
否
定
な
心
	が
あ
る
。
も
し
か
り
に
こ
の
一
段
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
本
詩
は
「
忠
義
の
さ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
か
り
や
す
い
作
品
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
最
四
句
に
お
け
る
論
理
の
屈
折
な
い
し
斷
は
、
讀
に
あ
る
種
の
和
感
を
與
え
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
段
と
後
段
と
の
關
係
を
ど
の
よ
う
に
解
釋
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
も
そ
も
作
は
、
三
良
の
生
き
方
に
對
し
て
、
ど
の
よ
う
な
價
を
下
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
に
本
詩
の
趣
意
に
關
す
る
先
行

を
確
し
て
お
き
た
い
。
二
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
詩
は
、
そ
の
題
材
の
特
性
ゆ
え
に
宋
代
以
來
、
家
の
目
を
集
め
て
き
て
お
り
、
こ
の
樣
々
な
コ
メ
ン
ト
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
の
大
は
、
斷
章
取
義
に
文
中
の
數
句
を
引
用
し
て
立
論
を
行
っ
て
お
り
、
作
品
體
を
し
て
そ
の
趣
意
の
究
明
を
試
み
る
の
は
代
以
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
だ
っ
た

を
げ
れ
ば
、
以
下
の
三
つ
に
（
 ）
!別
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
現
行
釋
書
!の
な
か
で
も
っ
と
も
多
數
を
占
め
る
の
は
、
Ａ
＝
三
良
の
"忠
君
守
義
#を
顯
彰
す
る
、
と
と
も
に
、
作
淵
明
の
忠
君
（
忠
晉
）
思
想
を
反
映
す
る
、
と
い
う
解
釋
で
あ
る
。
$淵
明
此
詩
、
亦
是
詠
三
良
從
穆
公
而
死
、
歌
頌
其
忠
君
守
義
%
%
%
%之
高
操
、
竝
自
傷
不
能
從
晉
恭
&而
死
也
。
（
渭
卿
『
陶
淵
明
詩
'』〔
山
東
大
學
出
版
(、
一
九
九
九
年
〕）
こ
の
解
釋
は
、
第
一
段
)を
「
三
良
の
忠
義
を
稱
え
る
も
の
」
と
見
た
う
え
で
、
第
二
段
)、
19句
「
良
人
不
可
贖
」
の
「
贖
」
字
を
「
身
代
わ
り
に
な
る
」
（
贖
代
）
と
解
し
て
「
作
が
三
良
の
身
代
わ
り
と
し
て
（
晉
）
&に
從
死
で
き
な
い
」
こ
と
を
悲
し
む
詩
だ
と
す
る
。
た
し
か
に
こ
う
す
れ
ば
、
詩
の
段
と
後
段
の
屈
折
も
合
理
に
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
論
理
の
提
と
な
る
の
は
、
本
詩
を
「
詠
懷
詩
」
で
あ
っ
て
、「
詠
史
詩
」
で
は
な
い
と
す
る
"假

#で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
詩
は
、
*史
事
實
に
對
す
る
價
を
客
$
に
+べ
る
も
の
で
は
な
く
、
作
淵
明
が
、
現
實
の
あ
る
事
件
・
,況
の
も
と
で
自
己
の
感
-を
+べ
た
作
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
.の
陶
/は
、
そ
の
「
事
件
」
を
さ
ら
に
明
確
に
+べ
て
い
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
18
古
人
詠
史



、
皆
是
詠
懷



、
未
有
泛
作
史
論







。
・
・
・
淵
明
云
、
「
厚
恩
固

」、「
投
義
志
攸
希
」。
此
悼
張
之
不

毒








、
而
自
飮



先
死
也


。
況
「
二
疎
」
明

	之

、
「
荊
軻
」
寓
報
讎
之
志
、
皆
是 

詠
懷 
、
無
關
論
古



。
而
家
紛
紛
論
三
良
之
當
死
不
當
死
、
去
詩
意
何
啻
千
里
。
（『


先
生
集
』
卷
四
）
張

い
に
つ
い
て
は
『
晉
書
』
卷
八
十
九
「
忠
義
傳
」
に
傳
が
あ
り
、
『
治
鑑
』
卷
一
一
九
に
も
事
件
の

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
劉
宋
の
永
初
二
年
（
四
二
一
）
秋
、
宋
劉
裕
は
、
靈
陵
王
（
晉
恭
）
の
側
、
張
に
命
じ
て
王
に
毒
酒
を
め
さ
せ
た
。
し
か
し
は
實
行
す
る
に
び
ず
、
「
生
き
殘
る
た
め
に
君
を
酖 ち
ん
す
る
く
ら
い
な
ら
、
死
ん
だ
ほ
う
が
ま
し
だ
」
と
自
ら
毒
酒
を
飮
ん
で
自
し
た
。
淵
明
忠
臣
を
張
す
る
陶
に
と
っ
て
は
、
三
良
の
「
殉
死
」
と
張
の
「
自
」
と
の
に
共
點
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
事
件
が
創
作
の
機
と
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
實
際
の
と
こ
ろ
確
證
に
乏
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
瑤
『
陶
淵
明
集
』、
楊
『
陶
淵
明
集
校
箋
』、
滿
先
『
陶
淵
明
集
淺
』、
斌
『
陶
淵
明
傳
論
』（
第
二
章
、
東
師
範
大
學
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
、
今
日
こ
の
を
支
持
す
る
論
は
少
な
く
な
い
。
第
二
は
、
Ｂ
＝
三
良
に
從
死
を
っ
た
秦
穆
公
を
批
 す
る
、
と
い
う
解
釋
で
あ
る
。
人
、
!鷺
山
氏
は
"の
よ
う
に
#べ
る
、
「
$鳥
」
詩

是
暴
露
秦
穆
公
%
殉
&
'慘
無
人
(













、
竝
不
是
歌
贊
三
良
從
死
'忠
。
陶
淵
明
'「
詠
三
良
」
、
意
思
也
正
如
此
。

家
們
謂
詩
人
借
三
良
以
隱
射
張
、
)非
本
旨
。
（
!鷺
山
『
讀
陶
叢
札
』〔
浙
江
文
*出
版
、
一
九
八
五
年
〕
「
關
於
三
詠
」）
「
$鳥
」
詩
と
は
、
『
詩
經
』
秦
風
「
$鳥
」
。
本
詩
制
作
の
基
礎
史
料
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
小
序
に
は
「
$鳥
、
哀
三
良
也
。
國
人
刺
穆

公
以
人
從
死
、
而
作
是
詩
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
$鳥
」
の
原
意
は
別
と
し
て
、
+史
'に
は
穆
公
批
 の
詩
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
詩
を
踏
ま
え
る
本
詩
が
、
穆
公
批
 
を
繼
承
し
、
殉
死
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
%制
'で
あ
れ
、
自
發
'で
あ
れ
三
良
を
悼
ん
で
い
る
（
第
二
段
,）
と
見
る
の
も
、
あ
な
が
ち
見
當
-い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
問
題
點
を
.げ
る
な
ら
ば
、
作
品
/體
を
し
て
穆
公
へ
の
批
 が
あ
ま
り
に
も
隱
0す
ぎ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
!氏
は
、
第
５
・
６
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
19
句
「
忠
謬
露
、
遂
爲
君
私
」
を
取
り
上
げ
、
賢
君
は
私
昵
の
臣
を
持
た
な
い
は
ず
な
の
に
、
い
ま
三
良
が
君
の
寵
愛
を
受
け
た
（「
遂
爲
君
私
」）、
と
あ
る
の
は
、
穆
公
に
對
す
る

辭
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
が
、
一
七
七
人
（
	）も
の
人

を
殉
死
さ
せ
た
穆
公
は
、
す
で
に
『
詩
經
』
の
み
な
ら
ず
、『
左
傳
』『
史
記
』
に
も
痛
烈
に
批
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
淵
明
が
わ
ざ
わ
ざ
・
辭
・
を
用
い
る
必
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
最
後
、
第
三
の
解
釋
は
、
Ｃ
＝
三
良
の
忠
義
・
忠
が
身
の
破
滅
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
、
明
哲
保
身
を
唱
す
る
詩
、
と
見
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
を
る
も
の
に
、
袁
行
霈
『
陶
淵
明
集
箋
』
、
李
長
之
（
張
）『
陶
淵
明
傳
論
』（
棠
棣
出
版
、
一
九
五
三
年
）
が
あ
る
。
此
詩
首
言
人
皆
求
仕
、
盡
殷
、
建
功
名
。
言
三
良
受
重
恩
於
秦
穆
公
、
君
臣
相
合
、
求
仕
至
此
蓋
無
憾
矣
。
而
厚
恩

、
君
命
何
。
一
旦
君
王
長
、
以
身
殉
之
。
言
外
之
意



、
反
不
如
不
乘







津
、
不
功




、
明
哲
以
保
身
也





。「
忠
謬
露
、
爲
君
私
」。
一
「
謬
」
字
最
可
深
味




。
爲
君
私
、
無
 投
身
羅
!。
淵
明
"爲
三
良
之
死
而
傷
感
、
又
爲
其
忠
謬
露
而
#憾
也
。
（
袁
行
霈
『
陶
淵
明
集
箋
』〔
中
$書
局
、
二
〇
〇
三
年
〕）
袁
氏
の
は
、
さ
き
の
二
と
 な
っ
て
立
論
に
根
據
の
あ
る
と
こ
ろ
が
新
し
い
。
す
な
わ
ち
、
第
５
句
「
忠
謬
露
」
に
つ
い
て
、
「
忠
が
君
に
%め
ら
れ
た
こ
と
」
を
語
り
手
（
淵
明
）
が
「
謬
」
と
見
な
し
て
い
る
點
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
「
謬
」
は
行
の
釋
書
&
が
言
う
よ
う
な
「
'讓
の
辭
」
で
は
な
く
、
(謬
の
意
で
あ
る
こ
と
は
、
陶
詩
の
他
の
用
例
を
)し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
（
*）。
と
す
れ
ば
、
作
は
三
良
の
殉
死
ど
こ
ろ
か
、
忠
を
も
否
定
+に
と
ら
え
、
第
二
段
,に
お
い
て
「
善
良
な
る
三
良
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」（「
不
可
贖
」）
と
悲
し
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
三
良
を
人
生
の
反
面
-師
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
本
詩
の
解
釋
史
に
お
い
て
も
、
ま
た
淵
明
の
思
想
.究
に
お
い
て
も
、
目
に
値
す
る
假
だ
と
/し
て
よ
い
。
さ
て
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
詩
の
趣
意
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
、
今
日
相
反
す
る
三
つ
の
が
竝
び
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
%
さ
れ
よ
う
。
「
三
良
の
忠
」
に
つ
い
て
は
、
Ａ
、
Ｂ
と
も
に
そ
れ
を
肯
定
・
顯
彰
す
る
も
の
と
讀
む
が
、
Ｃ
で
は
0に
批
す
る
と
見
る
。
一
方
、
「
殉
死
の
意
義
」
に
つ
い
て
は
、
Ａ
だ
け
が
價
値
+
な
も
の
と
し
、
Ｂ
、
Ｃ
で
は
無
價
値
な
も
の
と
/價
し
て
い
る
、
と
見
な
す
わ
け
で
あ
る
。
で
は
こ
の
三
の
う
ち
、
ど
れ
が
も
っ
と
も
穩
當
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
Ｃ
が
詩
の
原
意
に
も
っ
と
も
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
「
忠
＝
殉
死
」
を
非
（
反
價
値
）
と
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
に
こ
の
點
に
關
し
て
私
見
を
べ
て
お
き
た
い
。
三
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
「
三
良
の
忠
を
批
	す
る
詩
」
と
見
る
Ｃ
の
根
據
は
、
第
５
句
「
忠

謬
露
」
、
と
く
に
「
謬
」
字
の
存
在
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
以
外
に
も
こ
の
を
支
持
す
る
理
由
が
二
點
あ
る
。一
つ
め
は
、
第
17句
「
荊
棘
籠
高
」
と
い
う
敍
景
句
で
あ
る
。

に
「
荊
棘
」
が
生
ず
る
、
と
い
う
の
は
、
の
陳
祚
明
『
采
菽
堂
古
詩
』
卷
一
三
が
「
『
荊
棘
』
二
語
、
人
句
法
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
代
以
來
常
用
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
記
號
さ
れ
た

景
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
天
不
常
、

更

。
千
秋
萬
之
後
、
宗
廟
必
不
血
。
高
臺
以
傾
、
曲
池
又
已
。

生
荊
棘




、
狐
兔
穴
其
中
。
游
兒
牧
豎
、
躑
躅
其
足
而
歌
其
上
。
行
人
見
之
悽
愴
曰
、
孟
嘗
君
之
貴
、
亦

是
乎
。
（
後
・
桓
譚
『
桓
子
新
論
』
琴
第
十
六
）
北
芒
何
壘
壘
北
芒
何
ぞ
壘
壘
た
る
高
陵
有
四
五
高
陵
四
五
有
り
・
・
・
・
・
蒙
朧
荊
棘
生





蒙
朧
と
し
て
荊
棘
生
じ
蹊
逕
登
童
豎
蹊
逕
に
童
豎
登
る
（
西
晉
・
張
載
「
七
哀
詩
」
其
一
）
・
・
・
・
・
頭
四
 
!
頭
を
げ
て
四
 し
!ま
ば
但
見
松
柏
園
但
だ
見
る
松
柏
の
園
に
荊
棘
鬱
蹲
蹲





荊
棘
鬱
と
し
て
蹲
蹲
た
る
を
（
宋
・
鮑
照
「
擬
行
路
"十
八
首
」
其
七
）
こ
の
よ
う
に
「
荊
棘
の
生
じ
た
陵
」
は
、
た
ん
に
#廢
し
た
$況
を
表
す
ば
か
り
で
な
く
、
と
り
わ
け
文
學
作
品
に
お
い
て
は
「
人
の
世
の
激
し
い
移
り
變
わ
り
」
の
象
%と
し
て
機
能
す
る
。
張
載
「
七
哀
詩
」
は
、
そ
の
典
型
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
生
&い
か
に
榮
'
を
誇
っ
た
王
侯
貴
族
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
い
か
に
忠
義
を
盡
く
し
た
忠
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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臣
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
行
爲
が
普

な
價
値
を
も
た
な
い
限
り
、
時
の
經
と
と
も
に
會
か
ら
は
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
人
爲
の
し
さ
」
が
「
荊
棘
籠
高
	」
に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
は
、
け
っ
し
て
無
理
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
句
が
第
２
段

の
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
留
意
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
詩
を

の
點
か
ら
察
す
る
と
、
後
二
つ
の
段

の
で

點
が
切
り
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段

は
第
2句
「
但
懼
時
我
」
が
示
す
よ
う
に
、
一
人
稱
點
か
ら
の
敍
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
、
第
二
段


四
句
は
語
り
手
の
現
在
か
ら
の
敍
で
あ
っ
て
、
三
人
稱
知
點
が
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
る
に
、
第
一
段

に
お
け
る
抒
と
理
は
、
す
べ
て
三
良
の
立
場
・
點
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
語
り
手
（
作
）
の
價
値
斷
を
示
す
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
作
の
價
値
價
を
示
す
の
は
、
三
人
稱
點
を
る
第
二
段

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
頭
に
「
荊
棘
籠
高
	」
の
句
が
あ
る
こ
と
は
、
作
淵
明
が
三
良
の
忠
義
＝
殉
死
を
「
し
い
」
も
の
と
し
て
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
從
來
こ
の
敍
景
句
は
、
釋
た
ち
に
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
無
さ
れ
て
き
た
が
（
）、
本
詩
の
解
釋
に
と
っ
て
、
意
外
に
重
な
意
義
を
擔
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
Ｃ
を
補
す
る
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
詠
二
疏
」
詩
と
の
關
係
で
あ
る
。
本
詩
が
同
卷
に
收
 さ
れ
る
「
詠
二
疏
」、「
詠
荊
軻
」
と
同
時
期
の
!作
で
あ
る
こ
と
は
、
先
行
"論
の
一
#し
た
見
解
と
言
っ
て
よ
い
。
た
し
か
に
排
列
の
$況
や
作
品
の
%容
か
ら
見
て
、
こ
の
三
篇
が
!作
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
詠
二
疏
」
詩
は
、

&の
疏
廣
・
疏
受
の
叔
'（
二
疏
）
を
詠
ず
る
も
の
で
、
本
詩
の
直
に
排
列
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
先
に
別
稿
に
お
い
て
詳
論
し
た
よ
う
に
（
(）、
そ
の
詩
の
趣
意
は
、
二
疏
の
「
讓
」
と
「
揮
金
」（
散
財
）
を
顯
彰
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
早
期
職
に
よ
っ
て
自
ら
の
人
生
を
樂
し
む
こ
と
に
作
は
積
極
な
意
義
を
め
、
そ
こ
に
人
が
)む
べ
き
「
*」
を
見
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
誰
云
其
人
+
誰
か
云
ふ
其
の
人
+し
、
と
。
久
而
*彌
,
久
し
く
し
て
*
彌
ゝ
,か
な
り
こ
う
し
た
積
極
な
價
値
價
は
、
む
ろ
ん
三
良
の
行
動
原
理
と
相
容
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
二
疏
は
自
律
か
つ
-體
な
生
き
方
を
.擇
す
る
の
に
對
し
て
、
三
良
の
生
き
方
は
む
し
ろ
他
律

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
22
な
い
し
從
屬
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
の
二
作
品
が
同
時
期
の
作
だ
と
す
る
假
が
正
し
け
れ
ば
、
作
は
相
互
に
矛
盾
す
る
價
値
を
等
し
く
肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
論
理
に
破
綻
を
き
た
さ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、「
三
良
の
忠
義
＝
殉
死
」
を
贊
美
し
た
、
と
す
る
Ａ
は
、
こ
の
點
か
ら
も
反
駁
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、
「
自
ら
深
み
に
ち
み
、
つ
い
に
殉
死
に
至
っ
た
三
良
の
事
跡
を
批
す
る
」
と
い
う
Ｃ
の
	當
性
が
い
っ
そ
う
よ
く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
に
は
一
つ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
19句
「
良
人
不
可
贖
」
の
解
釋
で
あ
る
。
つ
と
に
現
行

釋
書
の
多
く
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
句
は
『
詩
經
』
秦
風
「
鳥
」
の
詩
句
を
典
故
と
す
る
。
そ
の
第
一
章
を
以
下
に
げ
よ
う
（
三
章
、
章
十
二
句
）。
鳥
交
交
鳥
交
交
た
る
鳥
止
于
棘
棘 きよ
くに
止
ま
る
誰
從
穆
公
誰
か
穆
公
に
從
ふ
子
車
奄
息
子
車
の
奄
息
え
ん
そ
く
維
此
奄
息
維 こ
れ
此
の
奄
息
百
夫
之
特
百
夫
の
特
臨
其
穴
其
の
穴
に
臨
ま
ば
惴
惴
其
慄
惴
惴
ず
い
ず
いと
し
て
其
れ
慄 お
そる
彼

天
彼
の
た
る
天
は
殲
我
良
人
我
が
良
人
を
殲 つ
くせ
り
如
可
贖
兮




如
し
贖
ふ
べ
く
ん
ば
人
百
其
身
人
其
の
身
を
百
に
せ
ん
こ
の
詩
の
第
11句
「
如
可
贖
兮
」
が
、
「
詠
三
良
」
詩
の
「
良
人
不
可
贖
」
の
典
故
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
Ｃ
を
含
む
、
大
方
の

釋
た
ち
は
、
典
故
で
あ
る
こ
と
を
め
つ
つ
も
、
「
善
良
な
る
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
、
白

と
し
て
の
解
釋
を
行
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
典
故
と
は
た
ん
に
古
典
作
品
の
語
句
や
故
事
を
借
用
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
先
行
作
品
の
文
・
思
想
容
を
取
り
ん
で
テ
ク
ス
ト
に
重
性
を
も
た
ら
す
た
め
の
修
辭
技
法
で
あ
る
。
で
は
、
「
鳥
」
詩
の
思
想
容
と
は
何
か
。
一
般
に
「
鳥
」
詩
は
、
多
數
の
人
を
殉
死
せ
し
め
た
秦
穆
公
の
殘
非
を
風
刺
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「
小
序
」
に
お
い
て
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
詩
の
容
自
體
に
し
て
言
え
ば
、
人
數
の
多
寡
で
な
く
三
人
の
良
臣
を
失
っ
た
民
の 

陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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悲
し
み


を
詠
う
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
三
良
は
「
百
夫
の
特
」
（
鄭
箋
に
、「
百
夫
之
中
最
雄
俊
也
」
と
あ
る
）
で
あ
り
、
他
人
で
は
代
替
が
き
か
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
左
傳
』
文
公
六
年
に
は
こ
の
點
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
君
子
曰
、
秦
穆
公
之
不
爲
盟
也
、
宜
哉
。
死
而
棄
民



。
先
王
世
、
詒
之
法
、
而
況
奪
善
人
乎




。『
詩
』
曰
、「
人
之
云
、
邦
國
殄
瘁
。」
無
善
人
之
謂
。
之
何
奪
之
。
こ
の
よ
う
に
古
來
、
穆
公
の
失
は
、
人
を
從
死
せ
し
め
た
點
よ
り
も
、
む
し
ろ
民
か
ら
「
善
人
」
を
奪
い
取
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
「
善
人
」
と
は
、
國
政
を
輔
佐
す
る
賢
臣 
を
指
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
價
値
	に
基
づ
く
「

鳥
」
解
釋
は
、

代
に
も
確
實
に
受
け
繼
が
れ
て
お
り
、
後
の
焦
の
撰
に
か
か
る
『
焦
氏
易
林
』
に
も
の
よ
う
に
あ
る
子
車
鍼
虎
、
子
車
の
鍼 け
ん虎 こ
善
人
危
殆
。
善
人
は
危
殆

鳥
悲
鳴
、

鳥
は
悲
鳴
し
傷
國
無
輔
。
國
に
輔
無
き
を
傷
む
（『
焦
氏
易
林
』
卷
十
三
、
革
之
小
畜
）
そ
う
し
て
見
る
と
、
「

鳥
」
を
典
故
と
す
る
、
本
詩
「
良
人
不
可
贖
」
の
句
が
『
左
傳
』
以
來
の
傳
統
解
釋
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
良
人
不
可
贖
」
と
は
、
國
を
輔
佐
す
る
優
秀
な
人
材
は
他
人
で
は
代
用
で
き
な
い
（
）、
と
の
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
作
淵
明
は
「
然
と
し
て
我
が
衣
を
沾
す
」
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
悲
し
み
」
は
民
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

の
よ
う
に
三
良
の
立
場
に
立
っ
て
同
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
論
を
め
て
言
え
ば
、
代
替
不
可
能
な
輔
佐
役
で
あ
り
な
が
ら
、
民
を
棄
て
君
に
從
死
し
た
三
良
に
對
す
る
接
な
批
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
從
死
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
民
を
濟
う
を
擇
ば
な
か
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
本
詩
の
思
想

ポ
イ
ン
ト
は
こ
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｃ
は
、
本
詩
を
「
明
哲
保
身
」
を
唱
う
も
の
と
見
て
、
「
職
に
就
か
ず
、
功
績
を
げ
な
い
方
が
よ
い
」
こ
と
を
示
唆
す
る
詩
と
く
が
、
淵
明
自
身
の
思
想
の
な
か
で
「
立
善
」
（
努
力
す
る
こ
と
）
が
き
わ
め
て
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
し
て
よ
い
。
た
と
え
ば
、
身
名
亦
盡
身
す
れ
ば
名
も
亦
た
盡
き
ん
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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念
之
五
熱
之
を
念
へ
ば
五

熱
す
立
善
有
愛
善
を
立
つ
れ
ば
愛
有
り
胡
爲
不
自
竭
胡
爲
な
ん
すれ
ぞ
自
ら
竭 つ
く
さ
ざ
る
（「
形
影
三
首
・
影
答
形
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
淵
明
自
身
は
、
自
ら
力
を
盡
く
す
こ
と
で
會
に
恩
惠
を
殘
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
が
有
限
の
人
生
の
し
さ
を
一
時
に
せ
よ
し
て
く
れ
る
、
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
價
値
	を
い
だ
く
淵
明
が
、
「
功
績
を

げ
な
い
こ
と
」
を
提
唱
す
る
と
は
、
無
理
で
は
な
い
と
し
て
も
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
淵
明
の
三
良
批
の
點
は
、
か
れ
ら
が
め
に
ん
だ
こ
と
で
自
ら
死
を
招
い
た
こ
と
で
な
く
、
「
立
善
」
の
を
自
ら
て
た
こ
と
に
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
淵
明
に
と
っ
て
、
三
良
が
「
詠
史
詩
」
の
興
味
深
い
題
材
と
な
り
え
た
の
は
、
か
れ
ら
が
「
良
人
」
（
秦
國
の
雄
俊
な
輔
佐
）
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
『
左
傳
』
が
傳
え
る
よ
う
に
、
古
來
、
中
國
に
は
數
多
く
の
從
死
・
殉
死
が
存
在
す
る
。
も
し
Ｃ
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、
妻
妾
や
奴
僕
（
實
際
、
殉
死
の
大
が
こ
れ
で
あ
る
）
を
題
材
に
し
た
と
し
て
も
、
さ
し
た
る
支
障
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
は
殉
死
か
、
そ
れ
と
も
自
己
保
か
、
と
い
う
素
朴
な
擇
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
良
の
場
合
は
、
一
國
の
輔
佐
と
し
て
民
生
の
安
定
と
い
う
責
務
を
擔
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
よ
り
複
雜
か
つ
高
度
な
擇
を
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
臣
下
と
し
て
「
忠
義
＝
殉
死
」
を
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
士
大
夫
と
し
て
「
立
善
＝
經
世
濟
民
」
を
る
べ
き
か
。
こ
の
問
に
對
し
て
淵
明
の
出
し
た
答
え
が
、
本
詩
な
の
で
あ
る
。
四
こ
こ
ま
で
の
考
證
に
も
し
大
き
な
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
に
檢
討
す
べ
き
は
、
本
詩
の
思
想
史
位
置
づ
け
で
あ
ろ
う
。
殉
死
の
風
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
世
界
各
地
に
存
在
し
た
共
の
會
現
象
で
あ
る
。
展
岳
『
中
國
古
代
人
牲
人
殉
』
（
）
に
よ
れ
ば
、
中
國
最
古
の
人
殉
は
、
三
三
〇
〇
年
後
に
ま
で
遡
る
と
さ
れ
る
が
、
殷
 時
代
に
!ん
と
な
り
、
そ
れ
が
"の
民
族
に
受
け
繼
が
れ
、
東
"に
入
っ
て
も
依
然
廣
範
圍
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
も
齊
魯
は
と
く
に
!ん
な
地
#で
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
左
傳
』
に
は
數
多
く
の
事
例
が
記
$さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
春
秋
時
代
中
期
以
後
は
、
し
だ
い
に
會
の
批
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
衰
%の
一
&を
辿
っ
て
い
っ
た
。
三
良
の
從
死
事
件
（
六
二
一
）
は
折
し
も
國
な
流
行
が
收
束
に
向
か
う
時
期
に
あ
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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た
り
、
そ
れ
だ
け
に
殉

一
七
七
人
と
い
う
規
の
大
き
さ
は
當
時
の
會
を
震
撼
さ
せ
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
秦
は
こ
の
後
、
獻
公
元
年
（
三
八
四
）
に
從
死
を
禁
ず
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ピ
ー
ク
が
「
	人
」
も
の
宮
女
、
工
匠
を
殉
し
た
と
傳
え
ら
れ
る
始
皇

陵
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。さ
て
春
秋
戰
國
時
代
に
お
け
る
殉
論
の
（
）沿
革
を
こ
こ
で
詳
す
る
こ
と
は
さ
し
控
え
る
が
、
目
に
値
す
る
の
は
儒
家
思
想
で
あ
る
。
儒
家
は
首
尾
一
貫
し
て
殉
に
反
對
し
た
。
「
生
を
し
て
死
を

る
の
は
で
あ
る
（
生
而
死
、
謂
之
）」（『
荀
子
』「
禮
論
」
第
十
九
）
と
彈
す
る
『
荀
子
』
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
孔
子
も
殉
に
は
否
定
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
孔
子
謂
、
爲
明

、
知
喪
矣
。
備
物
而
不
可
用
也
。
哀
哉
、
死
而
用
生
之
也
、
不
殆
於
用
殉
乎
哉






。
其
曰
明
、
明
之
也
。
塗
車
芻
靈
、
自
古
有
之
、
明
之
也
。
孔
子
謂
爲
芻
靈
善
。
謂
爲
俑
不
仁
、
不
殆
於
用
人
哉





。
（『
禮
記
』
檀
弓
下
）
孔
子
は
、「
明
（
死
が
用
い
た
品
を
し
た
埋
品
）」
の
考
案
を
價
し
、
も
し
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
、
副
に
生
の
品
を
使
う
こ
と
に
な
っ
て
、
人
を
殉
さ
せ
る
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
と
張
す
る
。
し
か
も
人
を
殉
さ
せ
る
よ
う
に
見
え
る
「
俑
」
の
使
用
さ
え
、
「
不
仁
」
と
し
て
却
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
儒
家
の
こ
う
し
た
殉
批
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
・
背
景
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
孝
」
と
の
對
立
が
げ
ら
れ
よ
う
。「
孝
」
は
儒
家
思
想
の
根
幹
を
な
す
、
も
っ
と
も
重
な
理
念
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
一
種
の

關
係
に
す
ぎ
な
い
「
忠
」
（
君
臣
關
係
）
を
重
ん
じ
て
殉
死
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
子
は
親
に
事
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
孝
」
の
實
現
が
脅
か
さ
れ
る
。「
忠
」
を
る
か
、「
孝
」
を
る
か
、
と
い
う
二

擇
に
お
い
て
、
儒
家
は
 
!い
な
く
「
孝
」
を
擇
ぶ
で
あ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
儒
家
か
ら
の
"い
反
發
に
あ
っ
た
殉

#俗
は
、
儒
$
が
國
$
%す
る
&代
を
'え
て
い
よ
い
よ
衰
(し
（
一
部
の
地
域
、
)
び
妻
妾
・
奴
僕
の
 で
は
殘
存
す
る
も
の
の
）
、
そ
の
實
行
を
聲
高
に
唱
え
る
こ
と
は
*し
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
"制
な
殉
死
ば
か
り
で
な
く
、
自
發
な
從
死
に
お
い
て
も
同
樣
で
、
後
&の
鄭
玄
は
三
良
の
從
死
を
暗
に
批
し
て
い
る
。
「
+鳥
」
の
「
交
交
+鳥
、
止
于
棘
」
句
に
對
す
る
『
箋
』
に
は
、
中
國
詩
文
論
叢
第
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鳥
止
于
棘
、
以
求
安
己
也
。
此
棘
不
安




、
則
移 
。
興
、
喩
臣
之
事
君
亦
然
。
今
穆
公
使
臣
從
死
、
刺
其
不
得
鳥
止
于
棘
之
本
意
。
と
あ
り
、『
正
義
』
は
こ
れ
を
の
よ
う
に
パ
ラ
フ
レ
イ
ズ
す
る
。
鄭
以
爲
、
交
交
然
之
鳥
、
止
於
棘
木
以
求
安
。
棘
不
安
則
移
去
。
以
興
臣
仕
於
君



、
以
求
行




、

不
行
則
移
去






。
言
臣
有
去
留
之






、
不
得
生
死
從
君





。
今
穆
公
以
臣
從
死
、
失
仕
於
君
之
本
意
。
鄭
玄
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
鳥
が
身
の
安
を
求
め
て
止
ま
り
木
を
移
る
よ
う
に
、
臣
下
も
ま
た
「
安
己
」
（
生
活
の
保
障
）
を
求
め
て
徙
る
べ
き
だ
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
臣
下
に
も
生
命
保
の
	利
と
移
動
の
自
由
が
あ
る
と
い
う

識
が
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
そ
の
	利
を
行
使
し
な
か
っ
た
三
良
に
も
ま
た
當
然
非
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
見
解
が
た
ん
な
る
「
鳥
」
詩
の
意
味
解
釋
な
の
か
、
鄭
玄
自
身
の
思
想
な
の
か
、
さ
ら
に
檢
討
を
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
儒
家
の
經
典
た
る
『
詩
經
』
を
鄭
玄
が
そ
う
解
釋
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
重
い
。こ
う
し
て
見
る
と
、
淵
明
「
詠
三
良
」
が
三
良
の
殉
死
・
從
死
を
批
す
る
の
も
く
に
當
た
ら
な
い
。

の
言
う
よ
う
に
、
淵
明
の
思
想
の
基
盤
が
儒
家
思
想
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
良
を
批
す
る
の
は
ご
く
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
三
良
の
行
爲
を
肯
定
す
る
こ
と
の
方
に
、
思
想
な
矛
盾
や
抵
抗
感
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
三
良
を
贊
美
す
る
時
代
が
到
來
す
る
。
そ
れ
が
末
魏
初
の
頃
で
あ
る
。
建
安
詩
人
た
ち
の
作
品
に
は
、
そ
の
時
代
の
空
氣
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
て
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
、
忠
臣
不
命





忠
臣
命
に
は
ず
隨
就
死

に
隨
ひ
て
死
に
就
く
・
・
・
・
・
誰
謂
此
可
處
誰
か
謂
は
ん
、
此 こ
こ處
る
べ
し
、
と
。
恩
義
不
可






恩
義
る
べ
か
ら
ず
（
阮
「
詠
史
詩
」）
結
髮
事
明
君
結
髮
よ
り
明
君
に
事
へ
受
恩
良
不






恩
を
受
く
る
こ
と
良 まこ
とに

は
から
れ
ず
・
・
・
・
・
人
生
各
有
志
人
生
各
ゝ
志
有
り
不
爲
此
移
に
此
が
爲
に
移
ら
ず
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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同
知
埋
身
劇
同
じ
く
知
る
身
を
埋
む
る
の
劇
し
き
を
心
亦
有
施
心
も
亦
た
施
す
有
り
生
爲
百
夫
雄
生
き
て
は
百
夫
の
雄
と
爲
り
死
爲
壯
士
規





死
し
て
は
壯
士
の
規
と
爲
る（
王
粲
「
詠
史
詩
」）
功
名
不
可
爲
功
名
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
も
忠
義
我
安





忠
義
は
我
の
安
ん
ず
る
な
り
・
・
・
・
・
生
時
等
榮
樂
生
時
は
榮
樂
を
等
し
く
し

同
憂
患
に
す
れ
ば
憂
患
を
同
じ
く
す
誰
言
捐
易
誰
か
言
ふ
を
捐 す
つ
る
は
易
し
、
と
身
獨
	
身
を
す
は
に
獨
り
	し（
曹
植
「
三
良
詩
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
穆
公
を
積
極

に
批
す
る
（
阮
、
王
粲
）
、
し
な
い
（
曹
植
）
と
い
う
表
面

な
差
は
あ
る
も
の
の
、
三
良
を
批
し
な
い
點
、
む
し
ろ
そ
の
行
爲
を
自
己
犧
牲
の
極
と
し
て
仰
ぐ
點
に
お
い
て
、
三
は
完
に
一
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
會
は
大
き
く
變
動
し
、
恩
義
を
媒
介
と
し
た
、
新
し
い
從
關
係
が
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
臣
下
か
ら
君
へ
と
い
う
、
一
方

・
務

な
「
忠
」
か
ら
、
君
が
恩
を
與
え
る
代
わ
り
に
臣
は
義
を
以
て
應
え
る
、
と
い
う
相
互

・
雙
務

な
「
忠
義
」
へ
の
轉
換
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
詩
に
「
恩
」
「
恩
義
」
と
見
え
る
の
は
、
こ
の
點
を
裏
書
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
實
際
、
曹
操
の
僚
た
ち
は
あ
る
種
任
侠

な
紐
帶
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
命
を
て
て
ま
で
忠
を
盡
く
し
た
三
良
を
建
安
詩
人
た
ち
が
理
想
像
に
ま
で
美

す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
後
、
西
晉
に
入
っ
て
も
な
お
三
良
贊
美
は
續
い
て
ゆ
く
感
三
良
之
殉
秦





兮
三
良
の
秦
に
殉
ず
る
に
感
じ
甘
捐
生
而
自
引
生
を
捐
て
て
自
ら
引
く
に
甘
ん
ず
（『
文
』
卷
十
六
、
潘
岳
「
寡
賦
」）
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
重
と
な
る
の
は
、
士
人
の
・歸
屬
意
識
・
の
問
題
で
あ
る
（
）。
魏
晉
の
「
忠
」
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
と
個
人
の
の
私

關
係
に
お
け
る

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
從
の
絆
は

く
、
從
死
も
あ
り
う
る
わ
け
だ
が
、
同
時
に
そ
れ
以
外
の
關
係
性
は
看
 ご
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
だ
が
實
際
、
臣
下
・
官
吏
は
君

に
歸
屬
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
王
!・
體
制
や
國
家
に
も
歸
屬
し
て
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
28
い
る
の
で
あ
る
。
臣
が
君
に
の
み
歸
屬
す
る
も
の
な
ら
恩
義
に
報
い
る
た
め
に
は
從
死
も
已
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
王
に
歸
屬
す
る
な
ら
、
新
を
輔
佐
し
、
國
家
に
歸
屬
す
る
も
の
な
ら
、
國
家
の
た
め
に
稷
の
民
に
忠
を
盡
く
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
淵
明
が
指
摘
す
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
點
で
あ
る
。
だ
が
淵
明
の
こ
う
し
た
考
え
は
、
六
時
代
に
お
い
て
や
や
受
け
入
ら
れ
に
く
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
）。
六
は
と
く
に
門
士
族
や
土
豪
に
お
い
て
個
人
	の
「
義
」
を
重
ん
じ
る
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
思
想
が

和
感
な
く
理
解
さ
れ
る
の
は
、
「
國
家
に
對
す
る
忠
」
と
い
う
、「
忠
」
の
定
義
が
廣
く

す
る
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
）。
結
語
以
上
、
陶
淵
明
の
「
詠
三
良
」
詩
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
思
想
容
と
史
價
値
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
の
一
の
考
察
に
よ
っ
て
改
め
て
確
さ
れ
る
の
は
、
淵
明
が
士
人
に
と
っ
て
の
行
動
上
の
問
題
を
い
か
に
深
く
考
え
、
そ
の
解
答
を
索
し
て
い
た
か
、
で
あ
る
。
も
し
純
粹
に
儒
家
思
想
に
立
脚
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
穆
公
を
批
し
、
三
良
に
對
す
る
同
を
示
す
こ
と
で
十
分
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
實
際
、

代
以
後
の
三
良
價
史
に
お
い
て
は
、
穆
公
も
し
く
は
そ
の
子
、
康
公
を
批
す
る
意
見
が
流
を
占
め
て
い
る
（
）。
だ
が
淵
明
は
、
殉
死
の
命
を
下
し
た
君
の
質
や
殉
死
と
い
う
制
度
・
風
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
君
命
を
受
け
た
臣
下
個
人
の
問
題
す
な
わ
ち
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
、
三
良
從
死
事
件
を
と
ら
え
な
お
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
あ
り
方
は
淵
明
ひ
と
り
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
六
の
士
大
夫
す
べ
て
に
言
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
大
で
安
定
し
た

國
の
滅
の
後
、
相
 ぐ
戰
亂
の
な
か
で
失
わ
れ
た
會
秩
序
、
そ
し
て
玄
學
と
佛
!の
流
行
に
よ
る
價
値
規
範
の
混
亂
と
喪
失
。
當
時
の
士
人
は
み
な
自
ら
の
行
動
の
規
範
と
"擇
の
基
準
を
求
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
か
で
も
「
忠
」
と
い
う
不
自
然
な
人
倫
#
$は
、
か
れ
ら
を
深
く
惱
ま
せ
た
に
相

な
い
。
「
忠
」
が
「
義
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
（
%）、
そ
こ
に
は
自
己
抑
制
・
自
己
犧
牲
が
必
&と
な
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
殉
死
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
三
良
の
從
死
事
件
は
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。
「
忠
」
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
人
は
何
に
對
し
て
忠
心
を
持
つ
べ
き
か
。
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
去
留
の
#」
（
人
生
の
"擇
）
を
考
え
續
け
た
淵
明
の
結
論
が
「
詠
三
良
」
詩
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
は
、
'の
陶
(が
張
)の
自
*事
件
と
の
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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關を
指
摘
し
て
以
來
、
「
靈
陵
王
に
對
す
る
淵
明
の
忠
（
忠
晉
思
想
）
を
表
す
詩
」
と
見
る
論
が
多
い
。
一
方
、
李
文
初
『
陶
淵
明
論
略
』（
廣
東
人
民
出
版
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
は
曹
植
、
王
粲
の
詠
三
良
詩
か
ら
の
影
が
濃
厚
だ
と
し
て
、
「
淵
明
が
	か
り
し
頃
の

擬
作
」
だ
と
張
す
る
。
淵
明
の
こ
の
詩
が
建
安
詩
人
の
先
行
作
品
か
ら
影

を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
「
詠
荊
軻
」
も
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
か
れ
ら
の
先
行
作
品
が
本
詩
創
作
の
機
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ

い
な
い
。
（
２
）
「
惟
」
字
に
つ
い
て
、
・
何
『
義
門
讀
書
記
』
卷
五
十
に
「
惟
、
思
也
」
と
あ
り
、
徐
復
「
『
陶
淵
明
集
』
正
」
（
『
徐
復
語
言
文
字
學
論
稿
』〔
江
蘇
育
出
版
、
一
九
九
五
年
〕
收
）
に
は
「『
惟
疑
』
爲
魏
晉
時
常
語
。
『
三
國
志
』
・
・
・
等
文
均
有
『
惟
疑
』
語
。
	改
爲
『
遲
疑
』、
非
其
原
義
矣
」
と
く
。「
惟
」
は
「
思
、
懷
」
の
語
。
（
３
）
「
正
」
字
に
つ
い
て
は
、
六
關
の
語
彙
辭
典
に
廣
く
見
え
る
。
た
と
え
ば
江
生
『
魏
晉
南
北
小
詞
語
彙
釋
』
（
語
文
出
版
、
一
九
八
八
年
）
は
「
副
詞
、
表
示
度
之
深
、
相
當
于
很
、
完

」
と
く
。
（
４
）
『
史
記
』
卷
五
「
秦
本
紀
」
の
「
正
義
」
に
「
應
劭
云
」
と
し
て
「
秦
穆
公
與
羣
臣
飮
酒
酣
、
公
曰
『
生
共
此
樂
、
死
共
此
哀
』。
於
是
奄
息
、
仲
行
、
鍼
虎
許
。
公
薨
、
皆
從
死
。『
鳥
』
詩
爲
作
也
。」
を
引
用
す
る
。
・
王
先
『
詩
三
家
義
集
疏
』
に
よ
れ
ば
、
「
應
劭
云
」
と
は
『
 書
!』
を
指
す
。
な
お
「
生
共
此
樂
、
死
共
此
哀
」
に
似
す
る
"話
は
、
『
戰
國
策
』
楚
策
や
『

#』
卷
十
三
「
$謀
」
に
も
見
え
て
お
り
、
そ
こ
で
は
安
陵
君
（
纏
）
を
人
公
と
す
る
。
（
５
）
『
左
傳
』
文
公
六
年
の
條
に
「
秦
伯
任
好
卒
。
以
子
車
氏
之
三
子
、
奄
息
・
仲
行
・
鍼
虎
爲
殉
、
皆
秦
之
良
也
。
國
人
哀
之
、
爲
之
賦
『
%
鳥
』。」
と
あ
る
。
本
稿
第
三
章
參
照
。
（
６
）
『
史
記
』
に
は
二
箇
。
卷
五
「
秦
本
紀
」
に
「
三
十
九
年
、
繆
公
卒
、
&雍
。
從
死
百
七
十
七
人
、
秦
之
良
臣
子
輿
氏
三
人
、
名
曰
奄
息
・
仲
行
・
鍼
虎
、
亦
在
從
死
之
中
。
秦
人
哀
之
、
爲
作
歌
『
%鳥
』
之
詩
。
」
と
あ
る
。
ま
た
卷
八
十
八
「
蒙
恬
傳
」
に
「
昔
秦
穆
公
'
三
良
而
死
、
罪
百
里
奚
而
非
其
罪
也
、
故
立
號
曰
繆
。」
と
あ
る
。
（
７
）
『
風
俗
(義
』
卷
一
「
五
伯
」
に
は
「
而
繆
公
受
鄭
甘
言
、
置
戌
而
去
、

%髮
之
計
、
而
)
*之
敗
、
'賢
臣
百
里
奚
、
以
子
車
氏
爲
殉
、
『
詩
』
「
%鳥
」
之
爲
作
、
故
謚
曰
繆
。
」
と
あ
る
だ
け
で
、
三
良
の
傳
記
に
つ
い
て
の
記
+は
な
い
。
（
８
）
三
良
の
名
に
つ
い
て
は
,同
は
な
い
が
、
姓
氏
に
つ
い
て
、『
左
傳
』
は
「
子
車
氏
」
に
作
り
、
『
史
記
』
は
「
子
輿
氏
」
に
作
る
。
ま
た
『
焦
氏
易
林
』
卷
十
三
、
革
之
小
畜
で
は
「
子
車
」
に
作
り
な
が
ら
卷
十
二
、
困
之
大
壯
で
は
「
子
輿
」
に
作
っ
て
い
る
。
（
９
）
王
粲
「
詠
史
詩
」（『
文
-』
卷
二
十
一
、
收
）。
（
10）
阮
.「
詠
史
詩
」（『
古
詩
紀
』
卷
二
十
六
、
收
）。
（
11）
曹
植
「
三
良
詩
」
（
『
文
-』
卷
二
十
一
、
收
）
。
な
お
曹
植
の
作
品
と
王
・
阮
詩
と
の
差
,な
ら
び
に
曹
詩
の
獨
自
性
に
つ
い
て
は
、
矢
田
/士
「
曹
植
『
三
良
詩
』
考
「
文
0誄
」
と
の
關
を
中
心
と
し
て
」
（
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
1究
』
第
十
九
期
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
30
一
九
九
三
年
）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
（
12）
他
の

と
し
て
、
李
文
初
『
陶
淵
明
論
略
』
で
は
、
「
穆
公
を
風
刺
す
る
も
の
で
も
、
三
良
を
誹
る
も
の
で
も
な
い
」
と
し
て
、「
君
臣
合
を
贊
美
す
る
詩
」
と
く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
淵
明
は
「
鳥
」
詩
を
借
り
て
、
儒
家
の
政
治
理
想
を
表
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
（
13）
現
行
の
『
史
記
』
「
秦
本
紀
」
に
は
、
「
從
死
百
七
十
七
	人
」
と
あ
る
が
、『
毛
詩
正
義
』
卷
六
に
は
「
又
秦
本
紀
云
」
と
し
て
「
穆
公
卒
、

於
雍
、
從
死
百
七
十
	人
」
と
記
す
。
『
史
記
』
の
本
文
に
同
が
見
ら
れ
る
。
（
14）
『
陶
淵
明
集
』
に
は
「
謬
」
の
用
例
が
凡
そ
７
例
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
「
る
」（
動
詞
）、「
謬
」（
名
詞
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
高
操
非
攀
、
謬
	得
固
窮
」（「
癸
卯
十
二
中
作
、
與
從
弟

」）、「
雖
文
妙
不
足
、
庶
不
謬
	作
之
意
乎
」（「
閑
賦
」
序
）
な
ど
。
（
15）
行
の
釋
書
の
大
部
分
は
、
こ
の
句
が
「
鳥
」
の
「
交
交

鳥
、
止
于
棘
」（
一
章
）
お
よ
び
「
交
交
鳥
、
止
于
楚
」（
三
章
）
を
踏
ま
え
る
、
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
「
荊
棘
」
の
典
據
が
、
「

鳥
」
で
あ
る
と
見
な
す
論
據
も
必
性
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
16）
井
上
一
之
「
陶
淵
明
『
詠
二
疏
詩
』
に
つ
い
て
知
足
の
是
非
」
（
中
國
詩
文
究
會
『
中
國
文
論
叢
』
第
24集
、
二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。
（
17）
「
贖
」
字
は
、
鄭
箋
に
「
如
此
奄
息
之
死
、
可
以
他
人
贖
之
、
人
皆
百
其
身
」
と
あ
り
、
正
義
に
「
如
使
此
人
可
以
他
人
代
兮
、
我
國
人
皆
百
死
其
身
以
贖
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
傳
統
に
は
挽
回
・
挽
救
で
は
な
く
換
代
、
贖
身
（
身
代
わ
り
と
な
る
）
の
意
で
讀
ま
れ
て
き
た
。
（
18）
展
岳
『
中
國
古
代
人
牲
人
殉
』（
文
物
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
は
、
先
史
時
代
か
ら
明
時
代
に
い
た
る
、
中
國
の
人
牲
・
人
殉
の

史
を
考
古
學
の
最
新
の
知
見
を
も
と
に
詳
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
。
ま
た
宇
津
木
章
監
譯
・
佐
三
千
夫
譯
に
な
る
『
中
國
古
代
の
殉


俗
』
（
第
一
書
 、
二
〇
〇
〇
年
）
は
そ
の
日
本
語
版
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
九
八
八
年
以
後
の
!加
論
文
を
收
"し
て
#便
で
あ
る
。
（
19）
中
國
の
初
期
の
殉

論
に
お
い
て
と
く
に
重
な
も
の
と
し
て
、
晏
子
の
發
言
を
引
用
し
て
お
く
。
晏
子
立
於
崔
氏
之
門
外
。
其
人
曰
、「
死
乎
？
」
曰
、「
獨
吾
君
也
乎
哉
？
死
也
？
」
曰
、「
行
乎
？
」
曰
、「
吾
罪
也
乎
哉
？
吾
$也
？
」
曰
、
「
歸
乎
？
」
曰
、「
君
死
、
安
歸
？
君
民
、
豈
以
陵
民
？
稷
是
%。
臣
君
、
豈
爲
其
口
實
？
稷
是
&。
故
君
爲
稷
死
	
	
	
	
	、
則
死
之
	
	
	。
爲
	
稷
$
	
	
	、
則
$之
	
	
	。
'爲
己
死
	
	
	
	、
而
爲
己
$
	
	
	
	。
非
其
私
(
	
	
	
	、
誰
敢
任
之
	
	
	
	？
且
人
有
君
而
弑
之
、
吾
焉
得
死
之
？
而
焉
得
$之
？
將
庸
何
歸
？
」
門
)而
入
、
枕
尸
股
而
哭
、
興
三
踊
而
出
。（『
左
傳
』
襄
公
二
十
五
年
）
「
從
死
さ
れ
ま
す
か
」
と
言
う
、
從
の
問
い
に
對
し
て
、
晏
子
は
「
君
が
稷
の
爲
に
死
ぬ
な
ら
臣
下
も
命
を
*て
る
べ
き
だ
が
、
君
が
自
分
自
身
の
爲
に
死
ぬ
な
ら
、
お
氣
に
入
り
の
臣
下
で
も
な
け
れ
ば
死
陶
淵
明
「
詠
三
良
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
31
ぬ
に
ば
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
殉
死
反
對
論
の

を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
20）
古
代
中
國
人
の
歸
屬
意
識
の
變
に
つ
い
て
は
、
種
村
和
史
「
國
を
て
新
天
地
を
め
ざ
す
の
は
不
義
か
？
詩
經
解
釋
に
め
ら
れ
た
國
家
へ
の
歸
屬
意
識
の
變
」
（
田
功
	『
民
族
の
表
象

史
・
メ
デ
ィ
ア
・
國
家
』〔
慶
應
義
塾
大
學
出
版
會
、
二
〇
〇
六
年
〕
收
）
を
參
照
。
當
該
論
文
は
先
秦
か
ら
宋
代
に
い
た
る
、
殉
國
意
識
の
變
容
を
「
同
姓
の
臣
」
、
「
姓
の
臣
」
、
そ
し
て
民
の
三
つ
の
範
疇
か
ら
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
發
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
（
21）
梁
代
に
	纂
さ
れ
た
『
文
』
で
は
、
王
粲
と
曹
植
の
詠
三
良
詩
を
同
一
題
材
に
も
か
か
わ
ら
ず

す
る
も
の
の
、
淵
明
「
詠
三
良
」
を

し
て
い
な
い
。
こ
の
點
も
淵
明
詩
が
當
時
價
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
だ
ろ
う
。
（
22）
高
宗
の
時
、
韓
の
上
疏
に
「
纏
悲
四
、
遏
密
八
、
竭
忠

國
家
、
親
承
託
、
一
無
ニ
、
千
古
懍
然
。」（『
舊
書
』
卷
八
十
）
と
あ
る
。
ま
た
、
太
宗
は
「
孝
、
善
事
父
母
、
自
家
刑
國
、
忠
於
其
君
、
戰
陳
、
朋
友
信
、
揚
名
顯
親
、
此
之
謂
孝
。
」
（
『
舊
書
』
卷
二
十
四
）
と
べ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
「
孝
」
（
父
子
關
係
）
よ
り
も
國
家
へ
の
貢
獻
を
優
先
す
べ
き
だ
と
の
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
23）
こ
の
點
は
、

 、
種
村
論
文
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
韻
語
陽
秋
』
卷
九
を
參
照
。
（
24）
興
味
深
い
こ
と
に
、
陶
淵
明
は
「
忠
」
と
い
う
語
は
使
用
す
る
（
本
詩
を
含
め
て
３
例
）
も
の
の
、
「
忠
義
」
と
い
う
語
は
一
例
も
用
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
曹
植
（「
三
良
詩
」）
と
對
照
!で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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